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三悪追放＋1 
 

◎おごり  

◎油 断  

◎手 抜 き  

◎あせり  

六つのテスト 
 

◎おはようと言 う  （明 るい心 ）  

◎はいと言 う  （素 直 な心 ）  

◎お陰 様 と言 う  （謙 虚 な心 ）  

◎すいませんと言 う  （反 省 の心 ）  

◎わたしがしますと言 う  （奉 仕 の心 ）  

◎ありがとうと言 う  （感 謝 の心 ）  
仕事の心得 

 

◎報 告  

◎連 絡  

◎相 談  

◎最 終 詰 めの処 置  

社会福祉法人 ほのぼの会 令和 3年度 スローガン 
 

 

未来を見据えた「持続可能な経営」と 

「自己改革」の実現 
 

 

素志
そ し

貫徹
かんてつ

 常に 志
こころざし

を抱きつつ懸命に為
な

すべきを為
な

すならばいかなる

困難に出会うとも道は必ず開ける。 

成功の要諦は成功するまで続けることにある。 

 

自主自立 他
た

を頼り・人をあてにしていては事は進まない。 

自らの力で自らの足で歩いてこそ、他
た

の共 鳴
きょうめい

も得られ、 

知恵も力も集まって良き成果がもたらされる。 

 

感謝協力 いかなる人財が集
つど

うとも、和がなければ成果は得られない。 

常に感謝の心を抱いて互いに協力しあってこそ、信頼が 培
つちか

われ、真の発展も生まれてくる。 
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はじめに 
 

令和３年度は、３年に一度の介護報酬改定の年となります。今回の改定におけ

る国の基本的な考え方としては、新型コロナウイルス感染症や大規模災害が発生

する中で「1．感染症や災害への対応力強化」を図るとともに、団塊世代の全て

の方が 75歳以上となる 2025年、また 2040年も見据えながら、「2．地域包括ケ

アシステムの推進」、「3．自立支援・重度化防止の取組みの推進」、「4．介護人材

の確保・介護現場の革新」、「5．制度の安定性・持続可能性の確保」を図るた

め、５つの柱に基づいた改定となりました。（※改定率：＋0.7% うち、新型コロナウイ

ルス感染症に対応するための特例的な評価 0.05%〈令和 3 年 9 月末まで〉） 

 

当施設は、平成 15年 9月に開設し、現在 18年目を迎えています。その為、大

型設備更新が近々の課題となっています。計画的に設備更新を進めていく為、財

務状況とのバランスに注意しながら、中期計画に沿った設備更新を進めます。 

 

介護保険サービス事業者は、6年毎に更新を行わなければ指定の効力を失いま

す。今年度は、「特別養護老人ホームふれあい」「グループホーム花ごよみ」「居

宅介護支援事業所ふれあい」の 3事業所が、開設して 3度目の更新を迎えます。

介護保険法とその他の関連する法令を遵守し、自己点検・評価を行い、常に適正

な事業運営とサービスの質の向上に努めていきます。 

 

入居者様が“安心して暮らせる”、介護職員が“安心して働ける”環境作りを

目指し、福祉機器(床走行式リフト・眠りスキャン)の実践的な導入について、重

点的に取り組みます。 

【床走行式リフト（３台導入）】  

特別養護老人ホームの入居者様は現在、平均介護度 4.1。身体介助等を行う上

で、今まで以上に様々な工夫や技術の向上が必要となります。これまでも、「抱

え上げない介護の実践」「腰痛予防」に力を入れて取り組んできましたが、リフ
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トの使用により、体力に自信のない職員、妊婦や高齢の職員でも、安全・安心な

移乗介助が可能となります。 

 

【眠りスキャン（見守りセンサー）】 

令和２年度 滋賀県介護職場環境改善支援（介護ロボット導入支援）事業費補

助金の採択を受け、特別養護老人ホーム、ショートステイの全室に設置しまし

た。また通信環境整備として、本館・遊楽庵・花ごよみに、無線ＬＡＮ環境を整

備しました。眠りスキャンは、入居者様の睡眠と覚醒、離床の状態、就寝中の呼

吸数・心拍数がモニターに表示され、容態変化や行動変化等にいち早く気付き、

素早く対応することが可能になります。感染症発生時には感染拡大の防止、夜間

帯のリスク軽減により安心安全へと繋がります。 

また、介護記録システムとの連動により、情報を自動で取り込むことができる

ため、転記・記録の時間を大幅に削減することができます。就業環境を改善する

ことで業務の効率化・簡素化に繋がり、介護職員の身体的・精神的な負担を理由

とした離職を防ぎ、定着率、平均勤続年数の改善を目指します。 

 

兼ねてより計画しております施設東側土地を活用した、機能訓練施設及び研修

施設、並びにこれらの施設に必要な駐車場整備、障害者就労継続支援 B型事業所

整備事業について、今年度は、地権者様等との契約、開発申請・許可、造成工事

（駐車場整備）を進めます。また、「障害者就労継続支援 B型事業所 事業計画」

をより詳細に組み立て、障がいの有無に関わらず、すべての人が自分らしく安心

した生活が送れるよう、福祉課題の解決に向け邁進します。 

新たな事業への取り組みとして、令和３年４月開始予定の近江八幡市委託事業

「障害者入浴サービス事業」の受託に向け、検討します。 

 

時代とともに、変化していく福祉ニーズに対応するため、多様な人財の能力や

特性を最大限に活かし、持続性のある組織として成長してまいります。 
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＜重点Ⅰ：資格取得＞ 
(1)介護福祉士、介護支援専門員、社会福祉主事、社会福祉士、介護

職員実務者研修の取得率向上  

(2)キャリアパスに応じた研修体制の見直しと更なるシステムの構築  
 

 

＜重点Ⅱ：仲間と一体感を持ちながら仕事に励むことができる＞ 
(1)役職者研修会・交流会を開催（役職者の育成・帰属意識の向上・

課題の吸い上げ・抱え込み防止・自律した職員の育成）  

(2)職員親睦会の充実と活性化  

(3)外部研修への積極的な参加・同職種との繋がりによる向上  

(4)職員個別面談による信頼関係強化 (年 2 回実施  第 1 回 8 月～ 9 月  

第 2 回 1 月～ 2 月 ) 
 

＜重点Ⅲ：職員一人ひとり自身の仕事に誇りを感じる＞  
(1)現行の人事考課項目を役職者参加型で見直し、法人が目指す職員標

準基準の統一を図る（考課者訓練）  

(2)初任者研修、福祉の職場説明会等への職員派遣  

(3)適材適所の人事配置  

(4)自分の得意とするもの（趣味）を把握し、その能力を活かせる工

夫、現場で発揮できる支援、研鑽の機会を確保  
 

＜重点Ⅳ：組織に対する満足度を高める＞  
(1)いくつになっても、腰痛になっても働き続けられる、腰痛離職ゼロ

を目指す（福祉機器の導入等）  

(2)表彰制度の充実（各課の取組発表等）  

(3)休暇の有効利用の促進（有給休暇の柔軟な利用）  
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＜その他の柱と取り組み内容＞ 

 

1）人財の確保・育成と組織基盤の確立  

2）地域貢献の推進  

3）サービスの質の向上  

4）健全な財務基盤の確立  

5）労働環境の整備  

6）職場内コンプライアンス強化  

7）防災関連  

8）障がい者支援サービスへの参入  

 

 

1）人財の確保・育成と組織基盤の確立  

職員採用が困難な時代に入っている。法人の魅力を世代に合わせた

形で情報発信することが求められている。人財育成・働き方・キャリ

アアップ・職場内人間関係。以上のポイントを押さえた採用活動を展

開していく。  

役職者・中堅職員のキャリアアップを後押しする体制を構築する。役

職者には、特にマネージメントに必要な「コミュニケーション能力」

「アセスメント能力」「連携」を強化していく。  

 

①  施設内就職説明会、企画運営の実施（ 9 月～10 月頃）  

②  入職者への個別教育体制とフォローアップ体制の構築  

③  役職者のマネージメント強化研修の実施（適時役職会議）  

④  役職者の連携により組織基盤の強化を図る  

⑤  資格取得助成制度の活用推進  

⑥  認知症ケアに対する研修の強化  

 

2）地域貢献の推進  

時代・ニーズに沿った実習生の受け入れ、中高生のインターンシッ

プ活動、職場体験の受入れを継続する。小中高の学習指導の依頼があ

れば、職員派遣し福祉理解の一助となるよう取り組む。  

 

①  実習生（初任者研修・実務者研修・介護支援専門員実習・教育

実習）の受入れ  

②  中高生のインターンシップ活動・職場体験の受入れ  
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③  福祉の就職を考えている方の疑問や不安を取り除くことを目的

とした職場体験の受入れ  

④  小中高における福祉教育の積極的な協力と、福祉の理解と仕事

の啓発  

 

平成 28 年 10 月から運営をしている、遊べる・学べる淡海子ども

食堂『ほのちゃん食堂』について、令和 2 年度は新型感染症の影響に

より休止を余儀なくされたが、国内の流行・ワクチン接種の状況を見

極めながら、感染予防対策をしっかり行った上で、再開をしていく。

地域の方々への広報も進めながら、誰もが気軽に足を運べる居場所作

り、更なる地域福祉の向上に向けた取り組みを行う。  

①  法人の他職種が参加できる体制作り  

②  隣接地域の方々との繋がり作り  

 

3）サービスの質の向上  

①  利用者・家族の立場に立ったケアの内容や対応の改善  

・アンケート調査や要望等に対し、職員全員が問題意識を持

ち改善への道筋を立てる  

・サービスの質における勉強会の実施、必要に応じた外部研

修の参加促進  

②  外部評価等から寄せられた意見・苦情に対する対応の検討  

・外部評価からの意見等に対する改善策の検討  

・苦情等に対して共有を図り、一体的な改善に取り組む。  

(・介護相談員や地域の方々との意見交換会 ) 

③  福祉機器やＩＣＴの導入によるケアの質の向上  

・利用者の生活環境の整備  

・移乗用リフトの導入  

・眠りスキャン、無線ＬＡＮ環境整備 (ＩＣＴ ) 

 

4）健全な財務基盤の確立  

介護保険事業の安定運営のため、地域福祉の課題解決型サービスに

取り組む必要がある。通所系サービスにおいては、月内において稼働

率に変化が見られる。外部への発信力を高める必要がある。活動内容

や空き状況等を居宅介護支援事業所へ小まめに発信することで、安定

した収益を確保する。入所系においては、安定した待機者の確保に努

める。同時に介護報酬改定に柔軟に対応していく。  

近江八幡市委託事業として、新事業“障害者入浴サービス事業”に

取り組む。  
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設備投資において、中期計画に沿った計画的な設備更新を実施す

る。介護部門・経理部門等との情報共有により、収入と支出のバラン

スを慎重に見極めた経営に取り組む。  

 

①  介護保険事業収入の維持・向上  

②  設備備品管理体制の強化・中期計画に沿った設備投資  

③  障害者入浴サービスの実施と就労支援事業の準備  

 

5）労働環境の整備  

ハード面について、介護補助機器 (移乗用リフト ) 、眠りスキャ

ン・無線ＬＡＮ環境整備 (ＩＣＴ )の導入、職員駐車場の整備を実施

し、安心して働くことができる環境を整える。  

ソフト面については、職員間の相互理解・信頼構築活動への取り組

みを通じて「話せる環境」作りを目指す。  

 

①  ストレスチェック評価に基づく職員ケアの充実  

②  労働災害防止の取り組みとして「腰痛予防対策の推進」。  

 

6）社内コンプライアンス強化  

法令遵守内部管理体制を強化するため、法令遵守責任者（施設長）

が主導となり、内部監査員を指名し、事業所の運営・法令遵守状況に

ついて内部監査を実施し、法令違反の未然防止に努める。引き続き、

法令違反の早期発見と通報処理体制を周知徹底し、風通しのよい職場

環境づくりに努める。  

また、障害者就労継続支援 B 型事業所の指定を受けられるよう、関

係機関と連携を図り進めていく。  

 

①  役職職員に対する法令遵守研修の実施（年 1 回）  

②  内部監査員の任命と各事業所の内部監査の実施（年 1 回）  

③  内部監査実施後の改善点検（年１回）  

④  法令違反に関する相談等による要因・背景・問題点の研究と再

発防止に向けた検証  

 

7）防災関連  

①  非常災害対策計画に基づいた適正な運用が行えるよう、非常災

害対策計画を活用した訓練を実施する。（年 1 回）  

② 通常の防火防災対策の推進と委員会機能の拡充  
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③ 福祉避難所としての適正運営  

・近江八幡市との協定：「災害発生時における福祉避難所の設置・運営

に関する協定」（平成 25年 10月 24日） 

・滋賀県との協定：「災害時における広域福祉避難所に関する協定」

（平成 27年 11月 26日） 

④ 他法人との災害対策の連携強化を図る  

 

8）障がい者支援サービスへの参入  

近江八幡市委託事業として、法人内入浴機器を利用した“障害者入

浴サービス事業”を展開する。  

東側土地 (畑地 )について、関係諸機関と連携し今年度中に所有権移

転・地目変更の完了を目指す。移転後、職員駐車場を整備し年度内の

使用開始を目指す。また、障害者就労継続支援 B 型事業所の新規事業

計画をまとめ上げ、事業を開始するべき準備を整える。  

①  障害者入浴サービス事業の実施  

②  東側土地の所有権移転・地目変更申請の完了  

③  新規整備計画の完了 (職員駐車場： 10 月完成予定 ) 

④  障害者就労継続支援 B 型事業所新規事業計画の作成  
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（１） 社会福祉法人ほのぼの会組織体制 

社会福祉法人制度改革により、「経営組織のガバナンスの強化」「地域における

公益的な取組」「事業経営の透明性の向上」「財務規律の強化」について取り組ん

でおり、今後もその成果が問われます。 

社会福祉法人はその使命を果たすべく、その存在意義を自覚しながら適切な経

営を行い、社会福祉の主たる担い手としての役割を果たしていく為に、福祉サー

ビスの継続だけでなく、地域の福祉ニーズ・複合化した課題・制度の狭間にある

問題等に対し、行政・住民・多様な関係機関と協働しながら、積極的に取り組ん

でまいります。 

今年度は、理事・監事・評議員・評議員選任解任委員の、任期満了に伴う選任

の年となるため、法令に従い正しい手続きのもと、選任してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜議決機関＞
選任・解任
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）
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通
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介
護

）

事務長

副施設長

コンプライアンス委員会

（顧問弁護士・監事1名・法令遵

守責任者・所属長）

理事会
（6名）

評議員会
（7名）

評議員選任・解任委員会

（外部委員2名・監事2名・事

務局員1名）

監事
（2名）

第三者委員会
（外部委員2名）
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【年間行事】 

 

○親睦会事業 ※新型感染症発生・収束状況をみて事業実施を検討 

○子ども食堂（ほのちゃん食堂）※新型感染症発生・収束状況をみて開催検討 

 

 

 

 

 

 

年月 行 事 摘 要 

2021年 

4月 

入職式・職員辞令交付式 

評議員会 

 

 

5月 
監事監査 

理事会 

令和 3年度事業・会計決算監査 

令和 3年度事業報告・決算承認他 

6月 

評議員選任解任委員会 

定時評議員会 

理事会 

第三者委員会 

ほのぼのだより発行 

次期評議員選任 

役員選任 決算承認 

理事長選任 

苦情報告・改善策検討 

 

7月 
職員健康診断 

ストレスチェック 

夜勤従事者対象 

職員対象 

9月 開設記念日(1日)、永年勤続表彰式  

10月 
コンプライアンス委員会 

職員駐車場完成(予定) 

内部監査実施報告、法令遵守体制 

 

11月 
インフルエンザ予防接種 

ほのぼのだより発行 

入居者・職員全員対象 

 

12月 理事会 補正予算審議他 

2022年 

1月 

職員健康診断 

障害者入浴ｻｰﾋﾞｽ事業開始(予定) 

全職員対象 

 

2月 ほのぼのだより発行  

3月 
入居者健康診断 

理事会 

 

次年度事業計画・予算審議他 
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特別養護老人ホーム ふれあい（生活課） 
 

【運営方針】 

入居者一人ひとりの意思及び人格を尊重し、施設サービス計画に基づき、その居宅に

おける生活への復帰を念頭において、入居前の居宅における生活と入居後の生活が連続

したものとなるよう配慮しながら、各ユニットにおいて入居者が相互に社会的関係を築

き、自律的な日常生活を営むことを支援します。 

特別養護老人ホームふれあいは、地域社会や家庭との結びつきを重視した運営を行

い、関係市町、居宅介護支援事業者、居宅サービス事業者、他の介護保険施設、その他

の保健医療サービス又は福祉サービスを提供する者との密接な連携に努めます。 
 

 

 

【重点目標】事業運営の指定更新が得られるよう努める 

 本年 8月 31日に事業指定期間が満了するため、指定更新申請がスムーズに行えるよ

う自己点検を行い、書類整備をしっかりし、更新許可が得られるよう取り組みます。 

 

【年間目標】 

＜介護職員＞ 

1. ユニットケアにより一人ひとりの入居者に提供するケアの充実を図ります。 

2. 定期的に行われるイベントを通し笑顔がみられるようなサービス提供に努めます。 

3. レクリエーションの充実を図ります。 

4. 入居者や家族からの要望や苦情に対して誠意を持って対応します。 

5. 専門職として自覚を持ち、入居者の支援に臨み、「技術・知識」の向上に努めま

す。 

6. 施設外研修での情報は新しい取組みのきっかけになるよう伝達研修を行います。 

7. 1人ひとりの食形態に合わせ、食べる楽しみを充実させます。 

8. 多職種と連携し入居者、家族に寄り添った看取りケアを行います。 

9. 職員間の信頼関係を作り、働きやすい環境に努めます。 

10. 床走行式リフトを使用し、ノーリフトケアの観点から入居者様・職員共に負担軽減

に向けたケアに努めます。 

 

＜介護支援専門員＞ 

1. 入居者、家族との信頼関係を構築し、深めます。（丁寧、迅速、的確な対応。） 

2. アセスメント（課題分析）、サービス担当者会議（入居者、家族の意向、総合的な

援助方針、解決すべき課題、役割分担の確認）、モニタリング（サービス実施状況

の継続的な把握及び評価）、再アセスメントを的確に実施し、理念に沿った介護計

画を作成します。 

3. 多職種との連携、協働の強化を図ります。入退院時の病院連携を密に行い、継続し

たケアができるように努めます。 
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4. 各専門職とのチームケアを心掛け、入居者・家族が望む生活を少しでも実現できる

ように努めます。また、こちらから積極的に提案を行い、入居者本人の生活の質・

満足度の向上に努めます。 

 

＜生活相談員＞ 

1. 看取りケアに必要な医療的な知識の習得とケアの現状を学びます。入居者が安楽に

過ごせるように、また、家族には安心できる情報提供ができるようにします。 

2. 引き続き、退所から２週間を目途に新規の入居者が入居できるよう努力します。 

3. 多職種との連携、協働の強化を図ります。入退院時の病院連携を密に行い、継続し

たケアができるように努めます。 

 

＜看護職員＞ 

1. 看護師による日常健康管理を行うとともに嘱託医・協力医療機関との連携により疾

病の早期発見と早期治療に努めます。 

2. 感染症予防対策等の施設内衛生管理指導・配薬管理の徹底によりリスク管理に努め

ます。 

・インフルエンザの感染、ノロウィルスの感染、新型コロナウィルスの感染の予防

と対策について指導していきます。内服管理における事故ゼロを目指します。 

3. 多職種と連携し、入居者、家族の希望や心身の状態を考慮した適切かつ柔軟な看護

の提供に努めます。家族と進んでコミュニケーションを図ります。 

4. 看取り看護の充実 

入居者、家族の意思と権利を最大限に尊重し、入居者の尊厳を保つと共に、安らか

な死を迎える為の終末期にふさわしい最善の医療、看護、介護の提供に努めます。 

 

【利用率（稼働率）の目標】 

定員：50床（全室個室） 

6ユニット体制（梅 8名・桃 9名・桜 10名・藤 5名・紫陽花 8名・石楠花 10名） 

 上半期（4～9月） 下半期（10～3月） 年間 

延利用者数（人） ９,０００ ８,９５０ １７,９５０ 

稼働延日数（日） ９,１５０ ９,１００ １８,２５０ 

稼働率（％） ９８.３％ ９８.３％ ９８.３％ 

 

【年間行事計画】 

入居者に、季節を感じていただける行事の開催に努めます。 

 

４月 お花見 

５月 新人紹介・母の日・いちご狩り 

６月 父の日・梅雨 

７月 七夕 

８月 納涼祭 

９月 敬老会 
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１０月 ハロウィン（仮装大会） 

１１月 紅葉狩り・ほのぼの文化祭 

１２月 クリスマス・忘年会 

１月 お正月・初詣 

２月 節分・豆まき 

３月 ひな祭り・左義長祭り 

 

ショートステイ ふれあい（短期生活課）
 

【運営方針】 

利用者一人ひとりの意思及び人格を尊重し、利用前の居宅における生活と利用中の生

活が連続したものとなるよう配慮しながら、各ユニットにおいて利用者が相互に社会的

関係を築き、自律的な日常生活を営むことを支援することにより、利用者の心身の機能

の維持並びに利用者の家族の身体的及び精神的負担の軽減を図ります。 

事業の実施に当たっては、関係市町、地域の保健・医療・福祉サービスの提供主体と

の綿密な連携を図り、総合的なサービスの提供に努めます。 

 

【年間目標】 

 その方にあった処遇、サービスは何かを考え、利用者の在宅生活の延長線上となる

よう、安心、安楽な環境作りに努めます。 

 他のショートステイとの違い、魅力を作り、「また泊まりたい」と思っていただけ

るサービスを考案し、稼働率アップを目指します。 

 介護職員、看護師、生活相談員が専門職として適正な倫理観のもとに、他職種の連

携を大切に、利用者の目線に合わせたケアができるよう職員の研鑽に努めます。 

 

【利用率（稼働率）の目標】 

定員：19名（全室個室） 

2ユニット体制（すみれ 8名・たんぽぽ 11名） 

 上半期（4～9月） 下半期（10～3月） 年間 

延利用者数（人） ２,９２８ ２,９１１ ５,８３９ 

稼働延日数（日） ３,４７７ ３,４５８ ６,９３５ 

稼働率（％） ８４.２％ ８４.２％ ８４.２％ 

 

 

【年間行事計画】 

 レクリエーション・体操などによりメリハリのあるサービスを毎日実施。 

 毎月、季節に合わせたお菓子や食事作りなどを実施。 

 気候が穏やかな時期は外出行事を企画。 
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４月 お花見（室内） 

５月 食事レク 

６月 ガーデニング 

７月 夏祭り 

８月 花火大会 

９月 敬老会 

１０月 運動会・ハロウィン 

１１月 文化祭 

１２月 クリスマス会 

１月 新年会 

２月 食事レク 

３月 ひな祭り 

 

 

 

デイサービスセンター ふれあい（通所課） 
 

【運営方針】 

要介護状態となった場合においても、その利用者が可能な限りその居宅において、そ

の有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう生活機能の維持又は向上

を目指し、必要な日常生活上の世話及び機能訓練を行うことにより、利用者の社会的孤

立感の解消及び心身の機能の維持並びに利用者の家族の身体的及び精神的負担の軽減を

図ります。 

 

【年間目標】 

 関係法令及び法人が定める諸規程及び理念や社会的ルールを遵守した事業を運営

します。 

 利用者の歴史を尊重し、心豊かに過ごしていただけるよう個々に寄り添うサービス

の提供に努めます。 

 利用者の日常生活を楽しむ意欲を引き出せるよう、充実したレクリエーションを実

施します。 

 利用者・家族・介護者等からの要望などを積極的に取り入れ、利用者の尊厳を守り

家族・介護者等が無理のない生活を維持できるよう支援します。 

 交通事故ゼロを目指します。 

 職員は介護技術の向上に努め、利用者に合った介護方法を見極めたサービスの提供

に努めます。 

 

【利用率（稼働率）の目標】 

定員：35名（営業日：月～土 12/31～1/3は除く） 

 上半期（4～9月） 

（157日） 

下半期（10～3月） 

（153日） 

年間 

（310日） 

延利用者数（人） ４，５０６ ４，３９１ ８,８９７ 

稼働延日数（日） ５,４９５ ５,３５５ １０,８５０ 

稼働率（％） ８２.０％ ８２.０％ ８２.０％ 
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【年間行事計画】 

 

４月 お花見・音楽会 

５月 おやつ作り 

６月 
ドライブ（アグリパー

ク） 

７月 七夕まつり（笹飾り） 

８月 夏祭り・盆踊り 

９月 
敬老会 

運動会 

１０月 焼き芋 

１１月 
ドライブ（外食） 

物作り（工作） 

１２月 
クリスマス会 

音楽会・ 

１月 初詣、書初め、正月遊び 

２月 バレンタインおやつ作り 

３月 ひな祭り（雛飾り作り） 

 

居宅介護支援事業所 ふれあい（居宅介護支援課） 
 

【運営方針】 

1. 指定居宅介護支援の提供に当たっては、利用者の心身の状況、その置かれている

環境等に応じて、利用者の選択に基づき、適切な保健医療サービス及び福祉サー

ビスが、多様な事業者から、総合的かつ効果的に提供されるよう配慮します。 

2. 指定居宅介護支援の提供に当たっては、利用者の意思及び人格を尊重し、常に利

用者の立場に立って利用者に提供される指定居宅サービス等が特定の種類又は特

定の居宅サービス事業者に偏することのないよう公正中立に行います。 

3. 事業の実施に当たっては、関係市町、他の居宅介護支援事業者、介護施設等の保

健・医療・福祉サービスとの連携に努めます。 

4. 上記の他「指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準」を遵守しま

す。 

 

【重点目標】事業運営の指定更新が得られるよう努める 
本年 11月 30日に事業指定期間が満了します。更新前の実地指導は既に終了していま

すが、指定更新申請がスムーズに行えるよう自己点検を行い、書類整備をしっかりし、

更新許可が得られるよう取り組みます。 

 

【事業方針】 

1. 介護保険法令の趣旨に従い、居宅介護支援業務を遂行する 

 利用者が居宅においてその有する能力に応じ自立した生活を営むことができ

るよう配慮する 

 利用者、家族の選択に基づき、医療福祉サービス等が総合的かつ効率的に提

供されるよう支援する 
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 サービスの調整は利用者の意思、人格を尊重し、公正中立に行う 

 市町村、他の居宅介護支援事業所、医療、介護保険施設等との連携につとめ

る 

2. 要支援 認定者のケアプラン作成に当たっては 委託された近江八幡市介護予

防事業所と連携、指導を受け、受託契約を遵守し業務を行う 

3. 居宅介護支援依頼についてはできるだけ利用者や家族の希望に添い担当をさせてい

ただく 

4. 帳票類の作成、定められた会議の実施など適時に行う 

5. 内部・外部研修に積極的に参加し、スキルアップする 

6. 自己研修により介護支援専門員としての資質の向上を図る 

7. 法人の基本、運営方針に沿い、居宅支援業務を行う 

8. 接遇に注意し 利用者・家族に 不快感を持たれないように注意する 

9. 法人内のデイサービスやショートステイとの連携を図り体調不良時や緊急時に

迅速な対応ができるようにする 

10. 他の居宅介護支援事業所との連携を強化し、情報の把握に努める。（圏域連絡協

議会への参加、委員会への参加等） 

 

【年間目標】 

今年度の改正は居宅介護支援のみならず、通所介護等のサービス事業所において

も大きな変更があると思われます。改正内容を的確に把握し適正な運営ができるよ

うに、また利用者にとっても不利益とならないようにしっかりと説明を行います。

また新規利用者の受け入れを積極的に行い、給付管理件数を目標達成できるように

取り組みます。 

 

【利用（稼働）の目標】 

 上半期（4～9月） 下半期（10～3月） 年間（延べ件数） 

利用件数（件） 

（うち、予防件数） 
５０（４） ６０（４） ７０８ 

 

 

 

グループホーム 花ごよみ（家庭課） 
 

【運営理念】 

『あなたらしく生きる』 
認知症高齢者一人ひとりの個性を尊重し、あなたらしく暮らしていただけ、地域に根

差したグループホームを目指します。 
 

【運営方針】 

認知症になり要介護（要支援２）状態となっても、人間として尊厳をもって最後まで生活して

いくことを目的に、共同生活を営むためのいろいろなサービスを提供します。 

1. 利用者一人ひとりの人格を尊重し、利用者がそれぞれの役割を持って、家庭的な環境の下

で、自立した日常生活を送ることができるよう配慮します。 
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2. 認知症対応型共同生活介護計画・介護予防認知症対応型共同生活介護計画に基づき、漫然

かつ画一的なものとならないよう配慮します。 

3. 共同生活住居における介護従事者は、事業の提供に当たっては、懇切丁寧に行うことを旨

とし、利用者又はその家族に対し、サービス提供の方法等について、理解を得るように説

明します。 

4. 事業の提供に当たっては、当該利用者又は他の利用者等の生命又は身体を保護するため緊

急やむを得ない場合を除き、身体拘束を行いません。 

5. 身体拘束を行なう場合には、その態様及び時間、その際の利用者の心身の状況並びに緊急

止むを得ない理由を記録します。 

6. 自らその提供する事業の質の評価を行なうとともに、定期的に外部の評価を受けて結果を

公表します。また地域との結びつきを大切にし、地域活動に参加するなど常に改善を図り

ます。 

 

【重点目標】事業運営の指定更新が得られるよう努める 

 本年 8月 31日に事業指定期間が満了するため、指定更新申請がスムーズに行えるよ

う自己点検を行い、書類整備をしっかりし、更新許可が得られるよう取り組みます。 

 

 

【年間目標】 
1. 目の前の対応に追われるだけでなく、他職種と連携し利用者が困っている状況を

改善できる対策を考え、利用者が安心できる居場所となるよう努めます。 

2. 日々の暮らしの中に利用者それぞれができることを少しでも取り入れ、自分の存

在感を実感できる居心地のよい生活の場となるよう努めます。 

3. 職員が謙虚な姿勢で気持ちよく仕事ができ、信頼感を持って働ける環境となるよ

うお互いに努力します。 

 

【利用率（稼働率）の目標】 

定員：9名（全室個室） 

 上半期（4～9月） 下半期（10～3月） 年間 

延利用者数（人） １,６４７ １,６０８ ３,２５５ 

稼働延日数（日） １,６４７ １,６３８ ３,２８５ 

稼働率（％） １００.０％ ９８.１％ ９９.０％ 

 

【年間行事計画】 

４月 
上田町観桜会、しゃくなげ鑑

賞会、ドライブ 

５月 
いちご狩り、端午の節句、防

災訓練、ドライブ 

６月 あじさい見学、ドライブ 

７月 七夕祭り、ドライブ 

８月 ドライブ 

９月 お彼岸のおはぎ作り、ドライブ 

１０月 
お花の植え替え、コスモス鑑

賞会、運動会、ドライブ 

１１月 紅葉見学、防災訓練、ドライブ 

１２月 クリスマス会、ドライブ 

１月 
早春行事、初詣、新年会、 

ドライブ 

２月 節分（豆まき）、ドライブ 

３月 ひな祭り、ドライブ 

※ 誕生日会随時開催、個別外食支援、日帰り帰宅支援、訪問看護１回/週 
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グループホーム しのだ（家庭課） 
 

【運営理念】 

１、認知症が重度化しても人間
ひ と

としての尊厳や権利を損なわず、最後まで“その人

らしい”生き方を追求します。 

２、認知症高齢者が“地域と共にある”ことをしっかり踏まえ、地域の一員とし

て暮らすことを目指します。 
 

【運営方針】 

認知症になり要介護（要支援２）状態となっても、人間として尊厳をもって最後まで生活して

いくことを目的に、共同生活を営むためのいろいろなサービスを提供します。 

1. 利用者一人ひとりの人格を尊重し、利用者がそれぞれの役割を持って、家庭的な環境の下

で、自立した日常生活を送ることができるよう配慮します。 

2. 認知症対応型共同生活介護計画・介護予防認知症対応型共同生活介護計画に基づき、漫然

かつ画一的なものとならないよう配慮します。 

3. 共同生活住居における介護従事者は、事業の提供に当たっては、懇切丁寧に行うことを旨

とし、利用者又はその家族に対し、サービス提供の方法等について、理解を得るように説

明します。 

4. 事業の提供に当たっては、当該利用者又は他の利用者等の生命又は身体を保護するため緊

急やむを得ない場合を除き、身体拘束を行いません。 

5. 身体拘束を行なう場合には、その態様及び時間、その際の利用者の心身の状況並びに緊急

止むを得ない理由を記録します。 

6. 自らその提供する事業の質の評価を行なうとともに、定期的に外部の評価を受けて結果を

公表します。また地域との結びつきを大切にし、地域活動に参加するなど常に改善を図り

ます。 
 

 

【年間目標】 
1. 地域を生活圏とし、施設利用者ではなく地域住民として暮らしていけるように支援

します。 

2. 温かい心のこもった関わりと個別援助により、尊厳を持って暮らす事のできるよう

に支援します。 

 

【利用率（稼働率）の目標】 
定員：18名（全室個室） 

2ユニット体制（扇 9名・夢 9名） 

 上半期（4～9月） 下半期（10～3月） 年間 

延利用者数（人） ３,１２９ ３,１１２ ６,２４１ 

稼働延日数（日） ３,２９４ ３,２７６ ６,５７０ 

稼働率（％） ９４.９％ ９４.９％ ９４.９％ 
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【年間行事計画】 

４月 観桜会・いちご狩り 

５月 篠田花火・避難訓練 

７月 七夕まつり 

８月 地蔵盆、盆踊り 

９月 日帰り旅行(扇) 

１０月 コスモス鑑賞会 

１１月 日帰り旅行（夢）・避難訓練 

１２月 クリスマス会・家族会 

１月 初詣 

２月 節分 

３月 ひな祭り・家族会 

※ 利用者誕生日会随時開催、訪問看護１回/週 

 

 

総 務 課 
 

【年間目標】 

1. 明るい笑顔と声での窓口対応・電話対応を心掛ける 

2. 業務に必要な知識の向上、改正法令等への適正な対応と処理（期日厳守） 

3. 機器・備品等の修繕や故障に対する迅速かつ適切な対応 

4. 法人全体を考えた業務効率化の検討・提案、経費削減への取り組み 

5. 整理整頓・清潔な環境維持（目配り・気配り） 

6. 情報共有、気付きの共有、ダブルチェック等による事務処理ミスの防止

 


